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 第1次歐 洲 大戰 に 於 け る 食 糧饑 飢 の 娩 發

  障 碍(Sommer., Zbl. Gynak., Nr. 7, S. 292,

  1941)

 第1次歐 洲大戰 時の食糧饑 飢が富時思春期前 の

少 女又は思春期 の少女に及 ぼし た後胎障碍に就 て

檢 した る所,當 時思春期 前にあつた少女は拘僂 病

が幾 分多い といふ外,大 なる障碍 を認 めない.當

時 思春期 にあつた 少女 は 現 在33-40歳 の年齢 に

あ るが月経初潮 が遲れ又 月經量が少い.又 性器發

齊不全,月經 痛,月經 異常,不 妊 の訴 が多い.又

妊 娠 して も習慣性流産,早 産が多い.又 乳汁分泌

が 少 い.乳 腺發 育 が 悪 い.分 娩 に當 つ て は弛緩 出

血,微 弱 陣痛,早 期 破 水,豫 定 日超 過 等 の 異 常が

多 い.こ れ は思 春 期 に あ つ て性 器 發 育 の時 の 榮養

不 足 が性 器 發 育 に悪 影響 を 及 ぼ し た と見 るべ き

で,教へ られ る所 が 多 い.(中 村 抄)

乳 汁 分 泌 の 生 理(P. Feldweg., Zbl.

  Gynak., Nr. 13, S. 585, 1941)

 乳 汁 分 泌 を1720人 の褥 婦 につ い て檢 した所,其

の量 は非 常 に 大 な る動搖 を示 す.併 し乳 汁 の餘 分

に 出 る方 が 足 らな い もの よ りも多 く.初 産 で は20

歳 以 下 が 良 く,経 産 婦 で は 其 の分 娩 回數 と共 に 其

の年 齢 が變 化 して年 が 多 な る.又 年 齢 の外 は 分 娩

囘數 が 關係 す るわ け で,2囘 目が 一 番 多 く,次 に

3囘 目の時 で あ る.3囘 以上 の も の で も初産 の 人

よ り乳 汁 分泌 が 多 い.若 い 人は 年 寄 よ り早 く乳 汁

が 出 る様 に な る,経 産 は初 産 よ り早 く出 る.自 然

分 娩後 は90%は 授 乳 可 能 な 程 乳 汁分 泌 が あ る.

(中 村 抄)

 子癇 の 豫 防 法 (G. Doderlein., Zbl.

 Gynak., Nr. 12, S. 529, 1941)

  子 癇 の前驅 をな す もの は 自覺 的徴 候,他覺 的徴

 候 と數 多 い ので あ るが,血壓 上 昇 といふ こ とは最

も重 要 だ と思 ふ.而 して血壓 計 測 を繰 返 す ことで

 平 常 低 い もの は それ が130mmに なつ て も高 血壓

 であ る.妊 娠 中 は低 血壓 が 多 い.一 般 には150mm

 以上 を以 て注 意す べ き徴 候 とす る.血壓 上 昇 のみ

を示 す 場 合も 注 意 を要 す る,こ れ に 自覺症状,他

 覺症状 が加はれば 子癇 前驅症 とな るわけである.

 かかる高血壓 は妊娠前半期 か らも見 るもので,其

 の時期 よ り豫防せねばな らぬ.其 の他浮腫,尿 量,

 尿中蛋白等 を規 則正 しく檢 して,早 期診断 により

 早期に治療 する.安靜,食 餌療法,利 尿強心劑 で

 あ るが,こ れ に よ り子癇 を極 度 に減 少 せ しめ らる

  もの で あ る こ とを述 べ て ゐ る.(中 村 抄)

   陣 痛 誘 發 に對 す る 「キ ニ ー ネ 」 の應 用

   (Andreas., Zbl. Gynak., Nr. 9, S. 432, 1941)

  陳 痛 誘 發 に は 色 々 の手段 もあ り,又 色 々の藥劑

 もあ るが,「 キニー ネ」も其の 一 つで あ る.併 しこ

 れ は細 胞,原 形 質 に對 す る毒 素で 副 作 用 も認 め ら

 れ 其 の用 量 も問題 で あ る.「 キ ニー ネ」を經 口的 に

 與 へ れ ば13-17分 で,注 射 すれ ば5分 で其 の15

 -45%が 尿 中 に排 泄 され る.又 経 口的 では2-3

 日,注 射 で は8時 間 位 血 中 に證 明 され る.又 經 口

 的 に は全 量 の3%以 上 は吸收 され な い.而 して體

 重50gの 婦 人 に對 し て は0.05-0.1g「 キニー ネ」

 が 一番 適 量 だ とい ふ.而 して0.05gを1囘 量 とし

 て30分 の間隔 を以て3囘 與へ るのである.これを

 136人 に應 用 して從來の大量 を應用する方法 と比

 較 したので あるが,其 の 奏数率,奏效 まで の時

 間,分 娩 の持績時間等 を考慮 して少量法が有效で

 あ る とい ふ.(中 村 抄)
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 視 神 經 交 叉 部 腫 瘍 の 診斷 學 的竝 に 治 療 學

 的 問 題(Prof. P. Knapp., Klin, Mbl. f.

 Aughk., Nr. 10, 1940)

 最 近 に於 け る腦 下垂 體 腫瘍 の知 見 は長 足 の進 渉

を遂 げ たが 眼科 的 に も新 領 域 が績 々 と開 かれ て居

る.こ の論文 は綜 設的 に脳 下垂 體 の解 剖,生 理,

鑑 別診斷,治 療 に就 て述 べ て居 るが,特 に診 斷 に

際 して レン トゲ ン寫 眞 で トル コ鞍 の形 歌 の變 化 を

判 定 す る事 は非 常 に難 し く,不 可能 の事 が 多 い,

生體 で は トル コ鞍 の形 や 大 さ を變 へ る事 な く,約

2倍 に肥 大 し得 る事 を實験 的 に檢 索 し,且 トル コ

鞍 上,内,側 の3部 に別 つ て,其 の各 々の場 合 の

症状 を述 べ て居 る,又 眼 科的 に は診 斷 上不 可 缺 な

る視 野 で 有 り,特 に乳 頭 の所 見 に就 て は注 意 を要

す 可 きで 有 る と云 ふ.古 くCushing等 に ょ り主

張 され た脳 下垂體 腫瘍 診 斷 の 必 須條 件 たる鬱 血 乳

頭 は左 程 重要 で な く,初 發 視神 經 が89%に 見 ら

れ,特 に鞍 内腫 瘍 で は大 多數 に 之 を認 め る事 は既

に定説 とな つ た.(梶 浦 抄)

「エ ゼ リ ン 」及 び 「ピ ロ カ ロピ ン 」の 作 用 機

轉(Hruby., Graefes Archiv., Ht. 4/5, S.

  517, 1940)

 著者 は281眼 の初 發 緑 内障 に就 て實験 的竝 に統

計 的 に この兩 藥 の作 用機 轉 を追 求 して 近視 に初 發

縁 内障 が少 く,遠 視 に は逆 に 之 が多 い の は毛 様 體

の作 用 の差 に依 る もの と考 へ 之 を基 礎 と して,他

の虹 彩皺襞 伸展 説,血 管 説,隅 角 部 説 を反駁 しつ

つ,こ の作 用機 轉 は毛 様 體 の運 動 に 由來 し,之 に

よ り眼 壓 を低 下せ しむ る もので 有 る と主 張 して 居

る.(梶 浦 抄)

  色 神 の寫 眞 化 學 的 研 究(Weigert and

  Morton, Ophthalmologica., S. 145, April

  1940)

 Digitonin若 くはDigitalinに 各 種 動 物 の綱 膜

感 光 物質 を溶 解 し,之 を「ゲ ラ チ ン層」に爲 した 物

を作 り之 を人工網膜 と稱 して居 る.著 者は蛙綱 膜

より視紅 を抽 出 して之 を作 り種 々の光線 を分析研

究 して居 る.こ の人工縞膜 には色彩 の選擇 性が有

 り,之 より得 た色調曲線 に因 つて光 を純粋又は不

純 と別 ち得 る.即 ち光化學的 に有效な波長 に對 し

強度 の選擇 性 を有 して居 り,色 神,特 に色盲の色

神 を研究 して居 る.(梶 浦抄)

  色 素 性 網 膜 炎 と内 分泌 の關 係(Biro, Ann.

  d'oculistique., P. 293, Tome. 176, 1939)

 色素性網膜炎(綱 膜色素變性)は 最 近單 なる獨立

疾患 とは考へ られ な くなつた.即 ち頸部 の交感神

經節の剥離 が本症に 好結果 を與へ ると云 ふ事實 は

内分泌 と關係 する と云ふ説 を支持 す る もの で 有

る.即 ち腦下垂體 の作 用不全 が考 へ られ て居 る

が,現 今で は更に腦 下垂體 のみで なく,附 近の新

陳代謝 中樞,中 間腦 の生殖器榮 養 中樞 との關係が

主張 され て來 た.著 者は更に肝臓 との關 係 を主張

 し卵 巣睾 丸肝 臓 の抽 出物 質 の實 験 を行 つ て居 る.

(梶 浦 抄)

  人 造 材 料 に 因 る 接 眼 「シ ヤ ー レ」

  (Gyorffy, Klin, Mbl. f. Aughk., S. 81, Nr.

  1, 1940)

 接 眼「シヤ ー レ」は之迄 全 部 硝 子 製 で 有 つ た が 破

壞 し易い 事 と細 工 が し難 い事 等 幾 多 の製 作 上 の困

難 が 伴 つ た.著 者 は人 工 樹 脂 に よ る この製 作 に成

功 して 居 る.即 ち之 に よ る近 視,圓 錐 角 膜等 の矯

 正 は好結 果 を示 し,こ の特 徴 は破壞 せ ぬ 爲薄 板 を

 作 り得,低 温 で 自由 な型 を得 る事,輕 くて彈 力 性

 が 有 る事 等 で 有 るが,唯 柔 い爲 に傷 が着 き易 く5

 -6箇 月,即 ち硝 子製 の半 分 の 使 用 期 間 しか堪 へ

 得 な い.(梶 浦 抄)

「ズ ル フ ア ニ ー ル ・ア ミ ド」に 依 る 「 トラ コ

ー マ 」の 治 療(Thygeson ., Am. J. O. P.

  679, 1940)

  最近 同藥 に依 る 「トラ コ ー マ」 治療 法 が各 國 で
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績 々 と發 表 され て居 るが,本 論 文 も この一 つで34

例 の 患 者 に10日 之 至2週 間,流 血量5mg%に

な るほ ど用 ひ た.そ の結 果 は16例 が 治癒 し,11例

は好 結 果 を示 し,4例 は無 效 で 有 つ た.且 つ 初 期

は效 果 が強 く,疲 痕 性 「トラコー マ」は比 較 的 大 量

を用 ふ る と良 い,又 「トラヌ ー マ」の 「プロ パ ツ エ

ツ ク氏 小 體 」を消失 せ しめ 得 る.(梶 浦 抄)

「ズ ル フ オ ン・ ア ミ ド劑 」に よ る 一 過 性 近

視(Hornbogen, Am. J. O., Vol. 24., P.

  323, 1941)

 「スル フオ ン・ア ミ ド劑」 の 中毒 の際 に 一過 性 の

近 観 の來 る事 は近 頃 に な つ て初 め て報 告 され,本

邦 で も即 に4, 5例 の發 表 が 有 るが 之 も最 近 の報 告

で 有 る.

 28歳 の女 教 師 が 或 骨盤 疾 患 の 疑 で2週 聞 に渉

つ て總 量37gの 「ズ ル フオ ン・ア ミ ド」 を經 口的 に

服 用 した處,急 に視 力障 害 が起 つ て,其 際 視 力 は

RV=4M/FZ(0.7×-4.5D)

LV=3.5M/FZ(1.0×-5.0D=cyl-1.5D70)と な

つ た.然 し之 は他 の報 告 の如 く,「 ホ マ トロ ピ ン」

の 點 眼 に よ り,完 全 に治癒 せ しめ得 た.

「ト ラ コ ー マ 」 に 於 け るWeil-Felix氏 反

  應 に 就 て(Raski, Acta ophthal., Vol. 18,

  P. 321, 1940)

 Busacca等 に よ り 「トラ コー マ」 の病 原體 と し

て「リケ ツ チ イヤ」が着 眼 され,且 發疹 「チ フス 」と

之 が似 て居 る と云 ふ點 よ り,一 時Weil-Felix-反

應 が「トラコ ー マ」に特 有 な反 應 を示 す と考 へ られ

たが,現 今 で は次 第 に其 の價 値 を疑 はれ て居 る.

Raskiは 之 の 文獻 的 考 察 をな す と 同時 に 自身 で

111人 の 「トラ コー マ 」患 者 と96人 の對 照 健 康 者

とで之 の反 應 を行 ひ,然 も發疹 「チ フ ス」 のな い

Finlandで 研 究 した.即 ちProteus 190を 用 ひ て

「トラ コー マ 」で は85 .6%に,對 照 で は76.1%に

陽性 で 有つ た點 か ら「トラ コー マ」に特 有 で な く,

診 斷 上 の價 値 な き もの と斷 定 して居 る.

  老 人性 百内 障 の 藥 物學 的 治 療 に 就 て

  (Kraus, Arch of Ophthal., P. 487, March.

  1940)

  米國の老 人性 白内障 と平均年齢 とて統計的に觀

察 し平均年齢 の増加 と共に白内障の増す事 を知つ

 た.現 今之 の治療法は手術的 にや る外 はないが,

著者 はSzilyに より發見 された「ヴ イタ ミンC」と

 の關係やた とへ遺傳で あつ ても藥 物學的治療 の可

能 なるもの もあ るか ら,老 人性白内障の藥物的療

法,進 んで は豫 防 も決 して 不 可能 と悲觀 す る事 は

な い と云 つ て居 る.(以上 梶浦 抄)

  男 子 膀 胱 内 異 物 に 就 い て(K. Tzschirn-

  tsch., Zschr, f. Urol, Bd. 35, Ht. 1, S. 8.

  1941)

 膀 胱 内 異 物 はKoblinsky氏 に依 つ て次 の4群

に分 け られ る.即 ち1)治 療 或 は 診 斷 の 目的 に使

用 した 器 具,2)手 淫 の爲 め挿 入 した 器具,3)堕

胎 の 目的 に 使 用 した 器 具,4)避 妊 の 目的 に 使 用

 した器 具等 で あ る.既 往 症 は通 例差 恥 の爲 め云 は

ぬ,診 斷 は通 例 膀胱 鏡 又 は レ ン トゲ ン撮影 に依 つ

て 分 る.Sonntag氏 に依 る と頻 度 は女 子 は男 子 に

100倍 す る.之 れ は男 子 の 尿道 は女 子 に比 して細

い のに 依 る,異 物 の種 類 を數 の 多い もの か ら順 に

舉 げ る と髪針,〓 燭,編 物針,檢 温 器,傘 把 手,鉛 筆

「ブ ロ ーチ」,小 児 に於 て は 紙 片,驚 羽.穀 物穗,董,

根,「 ブ ジ ー」,「カテー テル 」,煙草 の柄,歯 刷毛,「コ

ル ク」,「チ ュ イ ンガ ム」,針 金,香 水壜,羽 毛 柄,指

輪,木 片,縦 毬 果,打 紐 等 で あ る.異 物 が時 には腎

盂 迄 上 行 し,或 は其處 で 結 石 生域 に迄 及ぶ 事 があ

る,膀 胱 内異 物 が無變 化 の儘 で な く,時 には痂皮

形 成 をな す事 が あ る.Blum氏 に依 る と膀 胱 内に

挿 入 され た ネ ラ トン氏 「カテ ーテル 」 が6日 後 に

早 や痂 皮 形成 を見 た例 を述 ベ て居 る,治 療 は先 づ

経 尿道 的 は手 術 を試 み る.非 常 に尖 つ た物,「 ガラ

ス」 製 の もの は高 位 切 開 を行 ふ,自 然排 出は非常

に稀 れ で あ る(3.6-3.8%),最 後 に忘れ られぬ の

は手 術 後 精 神 的 治療 法 で あ る.(岡 崎抄)
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